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現代社会に主体的に生きる自己を確立するための思考力の育成

―社会的事象を身近にとらえさせるアクティブ・ラーニングを通して―

《研究の要旨》

 生徒たちは社会に出てから，答えのない問題に向き合う場面が多くなるであろう。したがって公民科の学習

においても，生徒たちが主体的・対話的に学ぶことで，社会的事象を自らの問題として多面的・多角的にとら

え，社会の一員として自覚することを促したい。本研究では，アクティブ・ラーニングを取り入れた授業実践

を試み，主体性を育む思考力の育成をめざした。 

Ⅰ 研究の趣旨

現行学習指導要領の公民科では「広い視野に立って，

現代の社会について主体的に考察」する能力を育成する

ことが求められている。また，次期学習指導要領改訂に

向けた「論点整理」（中央教育審議会， 年８月）で

も「答えのない問題に自ら答えを見いだしていく思考

力・判断力・表現力」の育成が課題であるとされた。現

状は，例えば倫理において「単に思想家や思想について

の知識を習得する科目」という認識で教師が授業を行っ

ている（日本学術会議， 年５月）という指摘がある。

この指摘は，学習内容を自分自身の問題として考える必

要性を自覚させないまま，暗記再生型の授業に終始して

いるということである。

したがって，現代社会に主体的に生きる自己を確立す

るための思考力を育むことが課題である。この課題に対

応するためには，社会的事象に対して，自分と他者の間

にある見方や考え方の違いを見いだし，それらを人間，

科学，自然などの側面に結び付けて考察できる力の育成

が必要である。 
以上から，アクティブ・ラーニングを通して社会に主

体的に向き合う態度を養うことで，多面的・多角的に思

考できる生徒を育てたいと考え，本主題を設定した。 
 

Ⅱ 研究の概要

１ 研究仮説

公民科の授業において，以下の視点に基づいた手だて

を講じれば，社会的事象を身近にとらえさせ，現代社会

に主体的に生きる自己の確立に向けた思考力を育むこと

ができるであろう。 
【視点１】 既習の知識や概念と自分との関わりを見い

だす工夫（対自化） 
【視点２】 他者と自分との関わりを見いだす工夫（相

対化） 
【視点３】 社会と自分との関わりを見いだす工夫（深化） 
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２ 研究の内容（倫理での実践を例に）

 生徒の実態把握

研究計画に基づいた授業実践に先立ち，研究協力校の

該当生徒 人に意識調査を実施した。特に「倫理の授業

に，現在・将来の自分に生かせる何かを期待しているか」

の質問に対して，肯定的回答は９人にとどまった。理由

は「難しいから」「自分が希望する職業には関係がないと

思うから」などであり，学習内容を自分の在り方生き方

に結び付けていない現状が明らかとなった。 
 各視点における手だて

① 【視点１】対自化

「対自化」とは，生徒が学習した知識や概念が，自分に

身近であることを見いだす活動である。社会的事象が，

自分にどのように関わるかなどを，理由を含めて生徒各

自で思考する。手だてとして，社会的事象と自分との関

連をイメージマップに記述させることで可視化し，関連

すると生徒が考えた理由も文章で書かせる。 
② 【視点２】相対化

「相対化」とは，生徒が【視点１】で関連付けたことと

その理由について他者からの感想を得ることによって，

自分の考えを多角的にとらえ直すための活動である。手

だてとして，４～５人のグループを作らせ，各自のイメ

ージマップをグループ内で発表させ合う。関連付けた理

由に対して共感的感想と批判的感想をグループ内の他者

に述べさせる。その際，感想を述べる側には前もってワ

ークシートに共感と批判の感想を記述させておくが，こ

こでは記述内容を声に出して伝える活動を重視する。最

後に，活動の感想を書かせることで振り返りとする。 
③ 【視点３】深化

「深化」とは，【視点２】で培った多角的な見方に加え，

社会的事象を多面的に思考できるようになることをめざ

す活動である。現実の出来事を題材に，立場が異なる人々

の考えや，それらから結び付く様々な側面を踏まえた考

察を通して，思考を深めることがねらいである。手だて
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図２ 他者からの感想を聴く

図１ イメージマップ（部分）

図３ 相対化の活動後の感想例

「優しさ」が善く生きる上で大切だ
と思っていたが、悪い点もあること

が、グループで話し合ってみて分か
った。優しすぎると、自分ばかり損
してしまったり、優しくされた側は

「余計なお世話」と思うかも知れな
い。相手を考えた上での優しさが大
切だと思った。 

単元名 古代ギリシアの思想（全６時間） 
～善い生き方・正義とは何だろうか～ 

単元名 生命倫理（全６時間） 
～医療技術の発展は明るい未来をもたらすか～  

として，授業者が題材を示し，二項対立（賛成・反対）

の問い立てをする。生徒は問いに対してどう考えるかを，

根拠・理由と共にワークシートに記述した上で議論する。

最後に振り返りとして感想をまとめさせる。 
 検証方法

それぞれの単元で扱う価値（幸福，正義，真，善，美

など）について，記述式による事前・事後調査を実施す

ることで思考の深まりを測る。評価は４段階とし，授業

者が作成したルーブリックを用いる。そして，生徒を評

価「３」（事象の多面性・多角性に気付き，そのことが論

理的に記述されている）に到達させることを目標とする。 
３ 授業の実際

 授業実践Ⅰ

本単元は，先哲の思想が自分たちの在り方生き方に関

わるということに生徒たちが気付くことから実践に入っ

た。「あなたにとって〈善い生き方〉とはどのようなもの

か」を事前・事後調査の共通の設問とした。

① 既習の知識や概念と自分との関わりを見いださせる工夫

本単元ではまず，

授業者が作成したプ

リントとスライドを

用いて知識や概念を

学習した。その後，

ソクラテスの「善い

生き方」という思想

に焦点を当て，生徒

は思い浮かべたこと

を，理由も含めてイ

メージマップに記入した（図１）。この生徒は，「学校で

のあいさつ」や「後悔をしないための努力」などを書き，

その理由も「社会に出てから役立つと思うし，周りを見

て動けるようになるから」と記述することができた。 
② 他者と自分との関わりを見いださせる工夫

グループ内で，各

自が自分の日常や将

来と関連付けた「善

い生き方」について

順番に説明させ，そ

れぞれの関連付けに

対して相互に感想

を述べた（図２）。その際，初めに共感的感想のみを伝え，

その後，批判的感想のみを出した。最後に，各グループ

での活動内容をクラス全体に発表して共有し，自他の比

較や振り返りをす

る感想をワークシ

ートにまとめた。

ある生徒は，自分

が紛失した財布を

拾得してもらった

経験から，「優しさ」

が善い生き方だと考えたが，「自分ばかり損することにな

らないか」「優しくされた人は余計なお世話だと思わない

か」などの感想を得たことで，自分の関連付けを多角的

にとらえ直すことができた（図３）。 
③ 社会と自分との関わりを見いださせる工夫 

多角的な見方に加え，「善い生き方」について多面的に

考えられるようになることが，ここでのねらいである。

実際に起こった出来事を扱って議論を行った。 
扱った題材は， 年にスペインで起きた，教会のキ

リスト画修復騒動である。これは，地元の女性が善意で

キリスト画を修復したが，約 年前の原画とはかけ離

れた絵になったことで話題になった。生徒が議論するに

当たり，多様なとらえ方ができるように，修復した女性

の主張，原画作者の孫の落胆，結果として教会が観光名

所になったこと等を授業者が紹介した。これらを基に生

徒は「女性による修復は，善い生き方として許される」

「許されない」どちらかの立場に立って議論した。 
生徒はおおむね，題材を多角的にとらえることはでき

た。ただ，多面的な見方での表現や，先哲の思想への言

及など，学習した知識や概念を用いた思考ができた生徒

は若干名にとどまり，授業実践Ⅱにむけて課題が残った。 
 授業実践Ⅱ

本単元のねらいは，生徒が生命倫理について思考を深

めることである。代理出産や生命の質などを学ぶ過程で，

生命に対する生徒の考えがどのように変化するかを測る

ため，事前・事後調査では「医療技術が発達した日本に

生まれてよかったか」を共通の設問とした。 
① 既習の知識や概念と自分との関わりを見いださせる工夫

「命の扱い方」をテーマにイメージマップを作成させた。

授業者がマップの記述欄を〈するべきこと・してもよい

こと・しないほうがよいこと・するべきでないこと〉に

４分割し，学習した知識や概念がどの欄に当てはまるか

を考えさせ，生徒が記述しやすくした。さらに，マッピ

ングした中で，現在の自分が最も注目する語句に印を付

けさせ，その理由を文章で記述させた（ 図４参照）。

「出生前診断」などの語句を，〈するべきこと〉に書いた
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図４ ４分割したイメージマップ（対自化）

するべき

してもよい

するべきでない

しないほうがよい

出生前診断

図６ 評価「３」に到達した生徒数
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実践Ⅰ ｎ

生徒がいる一方，〈しないほうがよいこと〉に書いた生徒

もおり，関連付けの違いから互いの理由について関心を

もたせることができた。

② 他者と自分との関わりを見いださせる工夫

自分が関連付けたことを，理由を含めて各自でグルー

プ内に説明し，共感的感想と批判的感想を互いに述べた。

「インフォームド・コンセントはよいことだと思ってい

たが，別な角度から見ると，自分の病気について知りす

ぎて生きることに不安を抱いたり，精神的に辛くなるか

も知れないと思った」といった，多角的な視点に気付い

た記述が多く見られた。 
③ 社会と自分との関わりを見いださせる工夫 
「医療技術の発達は明るい未来をもたらすか」について

議論を行った。生徒には，自分の考えが学習内容（知識

や概念，図表資料）のどこに根拠があるかを意識させた。

その結果，多くの生徒が根拠を示しながら，医療従事者

と自分たちといった多角的な見方や，法整備や福祉，財

政など多面的な見方で発言あるいは記述できた。 
また，事後調査の前に単元の振り返りとして再度イメ

ージマップを書かせた。授業実践Ⅰでは振り返りが不十

分だと感じ，学習活動による考えの変容を授業者が可視

化させようと考えたためである。ほとんどの生徒が，生

命倫理に関わる知識や概念のとらえ方に変化を生じさせ

た（図４）。一例を挙げると，この生徒は出生前診断のと

らえ方を，「対自化」の段階では〈するべき〉に分類した

が，「深化」の活動後は〈しないほうがよい〉に分類した。

その理由を「出生前診断によって異常が判明した妊婦は

９割が中絶をする。中絶は，理由はあるのだろうが，や

はり命を奪うことだから」とした。妊婦の視点や倫理的

側面を踏まえ，自分の考えを深めたと判断できる。 

Ⅲ 研究のまとめ 
１ 研究の成果

２回の授業実践で，事前・事後調査の比較により思考

の深まりが読み取れた。特に実践Ⅱでは，「医療が充実し

た日本に生まれ

てよかったと思

うか」という質

問に，「医療の充

実」と「生の充

実」との両面を

踏まえた記述を

した生徒がおり，

思考が深まった

と判断できる（図５）。Ⅱ ２ で示した評価「３」に到

達できたと判断された生徒数も，実践Ⅰより実践Ⅱの方

が多い（図６）。これは，回を重ねるごとに多面的に思考

できる生徒が増加したということであり，思考力の育成

に焦点化して実践を繰り返した結果だと考える。 

また，実践終了後に，「学習した内容は，自分の現在・

将来に生かせそうか」と聞いた。実態把握の時点では，

同じ質問に肯定的回答をした生徒は 人中９人だったが，

実践後の肯定的回答は 人になった。理由としては，「人

としての生き方などを様々な角度から学ぶことができた

から」「学習した内容が自分の考えと近いと思うものもあ

れば，この考えは自分とは違うと思ったものもあり，周

りの生徒にも色々な意見があって勉強になったから」な

どが多かった。以上のことから，「対自化」から「深化」

の過程を重視し，他者との関わりを通して社会的事象に

対する主体的な見方や考え方を培う指導の有効性を確認

できた。 
２ 今後の課題

主体的に生きるための思考力を，より多くの生徒に身

に付けさせることが，一層の課題である。そのためには，

各実践における記述活動をより効果的に行う必要がある。

例えば，「対自化」から「深化」の過程で，多面的・多角

的に思考していることを生徒本人が自覚できる記述の在

り方などを，考えていきたい。 
また，学習の方向性・目標を生徒自らが把握しやすい

よう，授業者が作成したルーブリックを簡略化するなど

して，評価規準をある程度示しておくことも必要である。

学習に対する目的意識を，授業者と生徒が共有して授業

に臨めるようにしたい。その上で，生徒が社会的事象に

主体的に向き合う発問の在り方も工夫していきたい。  

図５ 生徒の記述例（事前・事後）

【事前】

よかったと思う。医療が充実すれば

不治の病も不治じゃなくなるから。

【事後】

医療が充実すれば長生きできるが，

全身チューブでつながれて生き延び

る状況は疑問だと思った。医療技術の

充実が必ずしも人間としての生の充

実とは限らないと思う。

人
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